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　2018 年 10 月から 1 年間，米国アイオワ大学精神
科の篠崎元先生の研究室へ留学をいたしました。今
回，本コーナーに寄稿する機会をいただきましたの
で，当時の経験についてご紹介いたします。
　大学院の博士課程に相当する過程に所属していた
当時，大学から 1年間の研究留学の機会を得ました。
留学先として，所属講座の推薦を受け，米国アイオ
ワ大学の篠崎元先生の研究室が候補となりました。
篠崎先生は，米国での活動が長いですが，日本の学
会での発表も数多く，本コーナー（日本生物学的精
神医学会誌31巻3号）に寄稿されたこともあります。
日本人研究者との交流も多いことから，留学先とし
て依頼することができました。初めてお会いしたの
が 2016 年の日本精神神経学会（幕張）で，その際
に留学や研究の希望などをお伝えし，具体的な話が
進むことになりました。翌 2017 年秋にシカゴで開
催された国際学会に参加する機会がありましたの
で，そのタイミングで研究室の見学を事前に行うこ
ともできました。特に，生活環境については気にな
るところでしたので，事前に確認することができて
大変参考になりました。居住先については，大学の
職員や学生を対象としたアパートメントがあり，大
学からやや距離はありましたが，緑が多く広大な敷
地で落ち着いた環境でしたので，候補として決めま
した。
　2018 年春ごろより本格的に留学準備を行い，ま
ずは居住先の確保を行いました。前年の見学の際に
候補として考えていたアパートメントへの契約を進
めたところ，大学の年度に合わせて 8 月からの 1
年間という契約期間しか選択肢がなく，ほかの月か
ら契約することはできないということが判明しまし
た。調べてみると，米国の大学周辺では，そのよう
に大学の年度に合わせて住居の契約期間が定まって
いるのは珍しくないということを知り，10 月から
の留学予定でしたが，2 カ月前倒しで契約すること
にしました。
　アイオワ大学のある米国アイオワ州は，米中西部

に位置しています。大学があるのはアイオワシティ
という大学を中心とした街で，シカゴから車で 3時
間半，飛行機で 1 時間ほどの場所にあります。夏
は暑く，冬は寒いという内陸型の気候で，夏は連日
最高気温が 30度を超えていましたが，湿度は低く，
関東の夏よりも過ごしやすく感じました。しかし，
滞在中の冬は特に寒さが厳しく，最低気温が氷点下
30 度に達することもあり，日本ではなかなか経験
できない寒さを体感することになりました。市内の
移動手段は車が中心となりますが，大型のスーパー
やショッピングモールが充実しており，アクセスが
よいため日常生活には不便することなく送ることが
できました。
　篠崎先生の研究室は，大学医学部キャンパス内の
Medical Laboratoriesという築約 100 年の重厚で趣
のある建物内にありました。学生が常時 10 人以上
と多く所属していて，特に臨床研究の参加者募集の
ために病棟へ足しげく通い，大きな戦力となってい
ました。
　研究室の主要な研究テーマの一つがせん妄のエピ
ジェネティクスで，背景として，せん妄の原因や診
断，治療方法などが明らかになっていないことが挙
げられます。研究室では，せん妄を診断するデバイ
スとして，携帯式二極脳波計の有用性を明らかに
し 4），さらに，年齢に応じて炎症性サイトカイン
遺伝子の DNAメチル化レベルが低下し，遺伝子発
現量が増加することを明らかにしました 3）。留学
中は，せん妄の有無による DNAメチル化レベルの
違いを，ゲノムワイドに解析する段階にあり，私
もその解析を中心に携わることになりました。網
羅的メチル化解析には，Illumina 社の Infinium 
HumanMethylationEPIC BeadChip ™ Kitを用いまし
た。サンプル処理については篠崎先生の指導を受け
ながら学生とともに行い，解析は Rパッケージを
用いて行いました。
　結果の詳細についてここでは割愛しますが，せん
妄患者群と健常群との比較で，有意水準を満たす
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CpG部位を検出し，また，神経栄養因子の DNAメ
チル化レベルと加齢の相関の程度が両群で異なるこ
とについて示し，篠崎先生のご指導によりそれぞれ
論文化することができました 1，2）。
　今回の留学では，せん妄のエピジェネティクスに
関する最先端の研究について学ぶことができまし
た。留学中は研究面のみならず，生活面でも篠崎先
生には大変お世話になり，心より感謝申し上げます。
なお，篠崎先生は 2021 年 6 月よりスタンフォード
大学へ移り，研究活動を続けています。また，貴重
な留学の機会を快く承認いただいた防衛医科大学校
精神科学講座の皆様にも，深く感謝申し上げます。
　開示すべき利益相反は存在しない。
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